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10 月  12 日

1.  ChungJChun Yang KNaval Research Center)。

占部博信 (京都教育大)On the permutability of entire

function3 0f inilb order.

ズZ),g←)を整函数とし,すべての2に対してズg(Z))
=σ(/KZ))が成り立つときノとgは可換であるという。

整函数の可換性については,Io N.BakerゃV.Ganapa―

thy lyer等の研究があるが,我 々はノも夕も共に正の

有限位数をもち,か つ,互 いに可換のとき,gと /は ど

ういう関係にあるかを問題にする。ここで,次 のような

ClaSSを 導入しよ う。α∈〃(α∈どresp。)と は,lim7→∞

log log〃(″,α)ノ10g b言″<∞ (lim7→∞10g log〃(″,α)/10g

10g″<∞ resp.)のときとする。このとき次のことが成

立する。定理./(2)=α (Z)。οP(の,α(2)∈″ で P(2)は

非定数多項式とし,g(の は ノ(2)と 可換な正の有限位

数をもつ整函数 とすれば,あ る定数 αキ0が 存在して

g(Z)=グ (2)で ある。一一上の定理の証明には次の事実

等が使われ る。補助定理.β O)は 位数 0の 整函数で

あって β牛ど とし,ノCZ)を有限位数かつ正の下位数を

もつ整函数とすれば,β (ノ)の 零点の収束指数は ∞ で

ある。一―上の定理において,夕 (z =ヽα(2)′P(のと仮定

するときは,そ の結論として,g(Z)=イ (Z)+み を得る。

2.小 林 忠 (東工大理)あ る種の整函数の下位数に

ついて

次の結果を報告する。/0は 種数 ,(a≧1)の 整函数

でその零点がすべて角領域 〔ZIl argZI≦ω<πノ2c〕にの

み分布しているならば,そ の位数 λ,下 位数 μは 4≦μ

≦λ≦g+1を みたす。ここで角領域の角度 πル は beSt

である。また ズZ)は 位数が無限の整函数でその零点は

すべて実数ならば下位数も蕪限となる。

3.新 濃清志 (横浜国大主)整 鮨数による合晟由数の

deiciencyに ついて

次の二つの結果を報告する。(1)1ノ2く″≦費く+“ な

る実数 μ,スに対して,次 の性質をみたす "由 r ZerOの

超越整函数族 0(μ,ス)が 存在する:0(μ,ス)の 任意の元

勇 Order λかっ 10wer ordeF μの任意の豊面数 夕と任

意の有限な複素数αに対して,つ ねにδO,ノ。の=0が

成立する。(2)二gを 超越整函数,α をズ″)の Borel

の除外値,σ を有限 Orderとするならば,δ(α,/Oの=1.

4.小 沢 満 (東工大理)On certain crittria for

the left■prilnelLeS8 0f entire functions, II。

春に報告した結果の持つ欠点の一つとしてつぎの例が

ある。Z Sin z+zには応用できない。理由.F(2)=0,

「←)=0が 無限個の共通零点を持つ。この種の欠点を

補う定理として,定理 1.Fは 有限位数の整函数.F(う

=ス の単根は少なくとも一個存在し,しかも有限個であ

り,同 一重複度の重根が無限個あるとする。F←)=σ,

F′(2)=0の共通根は任意の θキス に対して有限個であ

る。そのとき FCz)は enureの意味で左―素である。

定理 2.F:ま 整函数,Aは 定理 1と同じで Ⅳ(″,■,F)

一 月k″ ,4,F)≧ K″ (″,F),N(″ ,0,F′ )一 (N(″ ,■ ,F)

一Ⅳ(″,■,F))≧渤ズ″,F)が κ,ル>0で なりたつとす

る。さらに任意の εキスに対して F(2)=ε;F′←)=0の

共通根は有限個ならば,Fは enti艶の意味で左―素であ

る。一一これらの応用についても報告する。

5。 小沢 満 (東工大理)SuttCient conditions for

an entire function to be pseudo―prillle.

つぎの定理とその応用について報告する.定 理.Fは

超位数 ρF<c(正 の整数)の 整函数.F(2)=Aの 根 {妨}

はΣl′|%19=∞ ,Σ 1/1%lα+1<∞ ,lπ一arg%|≦ π/2(9

+1)を みたす。その とき F(2)は entiFeの意味で右一

素 で あ る 。一 一
証 明 に は ,Bieberbach,Tsuzuki,Kobaya―

Shiの諸結果を援用する。

6.佐 藤恒雄 (千葉大教養)  On the asymptotic

behavior of algebroid function8 0f eXtremal growth.

lower order μが 1ょ り小さい整函数 go)に 対して

は l面7→∞Ⅳ(″,0)′10g″(″,g)≧(Sin πμ)/πμ力`成 り立つ

ことがよく知られているが, このとき等号が成 り立つな

らヤゴTauber型 の定理が成 り立つ。本講演では,こ のこ

とが,あ る種の条件の下にっ10Wer orderが1ょ り小さ

い π価超越整代数型関数に対しても成 り立つことを述

べる。

7.古 田政義 (岡山大工) SOme relnark8 0n the

de■clencles of EELerOmOrphic functions of inllわorder.

ノ(2)を有限なOrderをもつ IZI<∞ での有理型函数

とする.このとき,δ(Юぅノ)=1な らば δ(∞,ノ)=1で

あることを示す。このことがら,つ ぎの結果を得る。

(i)b(ω,ノ)<1な らば Σαδ(α,/′)<2,(li)Σαδ(α,/)

=2 and Σαδ(α,ノ
′
)=2な らば DEα≠∞δ(α,/)=l and δ

(∞,ノ)=1で あり,逆もまた成立する。さらに,Σαδ(α,

ノ)=2な らば δ(0,ノ
′
)=1で あることは知られているが,

δ(χ,/′)に ついては,δ(∞,ノ′)=δ(∞,ノ)′(2-δ(∞,ノ))

なる関係式をみたすことを示す。

8.黒 川都史子 (二重大教育)。 松本幾久二 (名大教

養)完 全分岐値の個数について



Nevanlinna理論によれば IZI<+∞ で有理型な函数

はすべて高々4個 しか完全分岐値をもちえない。ところ

でこのようなことが言える領域は IZI<+∞ に限らな

い。実際 ここで z―平面の perfect set Eの補領域で E

内の少なくとも1点に特異点をもつ有理型函数がすべて

高々4個 の完全分岐値しかもちえな くなる Eの 存在を

示す。証明はよく知られているように5個以上の完全分

岐値をもつ函数は bhtO―Virtanenの意味で正規有理型

函数であることを用いる。

9。 加藤正公 (静岡大教養)。戸田暢茂 (名大教養)

函数系の除外一次結合について

/=(/o,…,九Xπ≧3)を IZI<∞ での transcendental

な函数系,Xを 一般位置にある/o,…,ん の定数係数の
一次結合の集合としたとき,定 理:X∋ ヨニ Fo,…,島 +1

such that i){屁〕た。内の任意の π-2個 は一次独立,ii)

δ(F)+δ (Fo)十…+δ(島+1)>π+2⇒ F=α FJ(αキ0,定

数,0≦ ノ≦π);を 得る。

10。 長田彰夫 (岐阜薬大)Anlllllar functionsの

zerosと FatcDu points

D:IZI<1内 の正則関数 /(2)は ,「 :IZI=1に 拡

がる単純閉曲線の列 ル⊂Dが あって,minだ Jπl/(2)|→

+∞ なるとき annularと いわれる。特に {ル〕が同心

円列 {lzl=物 }な るとき StrOngly annularとぃう。定

義より,annularな ノ(2)は 無限個の Zerosを もち,そ

の limit pointsの全体 〃(/)は ,「 の閉部分集合であ

る。無限積や無限級数の形のannularな例をつくること

は簡明であるが,そ れらの Zerosの分布については,

〃( / ) =「が唯一つの情報 といってよい。B a g e m i h l―

E r d i i sは「/ ( z )が a n n u l a rならば ″( / ) = Fか ?」を

問題としていたが Barth―Schneiderの例はこれを否定し

た。しかしこの例が StrOngで あるか否かは不明であり

この問題は,StrOng annularな る条件下では未解決であ

る。一方 ″(/)=Fと の関連で 「Fatou pointsを もつ

annular functionsは存在するか ?」力`問題とされている

(BOnaつ。実際,Fatou pointsを 全くもたない例もある。

ここでは上記2問 題に対する解答を述べる.

11.吉 日英信 (千葉大教養)単 位円内で正則な関数

の bOundary behaviorに 関して

Seidel(Ho10mOrphic funcuons with spiral asymptouc

path,Nagoya lぬtho J。,14(1959))の 中のある定理と,

それに関連した Faust rNagoya lぬtho J。,20(1962))の

結果の両証明をくわしくしらべることによって得られ

た,単 位円内で正則な関数の bOundary behaviorに関す

る●つの定理:ズ Z)を 単位円内で正則な関数とせよ。

E(/)に よって次の性質を持つ単位円周上の点の集合を

あらわす;各 点 τ∈E(ノ)に 終 る半径上に ρ(れ,れ+1)

<〃 (τ)(π=1,2,3,…),但 し,〃 ←)は 定数,を 満すあ

る点列 〔れ〕,|れ|→1,が存在する。一一この時,σ―pOЮsity

の集合を除けば,E(ノ )の 各点は,∞ を Fatou valueと

して持つ Fatou pointかまたは ノ(う の angular Picard

pointである。さらに,こ の定理を Spiral functionsと

annular functionsに適用することによって得られる若干

の結果を報告する。ここで,τがノ(2)の angular Picard

pointであるとは,τ での St01Z angle Z(τ)に 関する

ズZ)の rangeを R′(r)(ノ),τでの/(2)の angular ran―

geを И(スτ),И(スτ)=∩ `〈r)R`(r)(ノ),に よってあら

ゎすとき,7(全 有限平面)一И(工τ)力 高`々一点よりな

ることをいう。

12.辻  良 平 (東京理大理)Ⅳ (3,■)の 決定につい

て

種数 g,境 界成分数 ルのすべての有限リーマン面の中

で,そ の自己等角写像群の最大位数を N(g,り と表わ

す。この正確な値は,g=0,1,2の とき,お よび 力=1,

2,3の ときにはそれぞれすでにしらべられている。ここ

では,g=3の 場合について,そ の値が決定できたこと

を報告する。証明には,群 の位数が大きい時には,面 は

特定の 10種のいずれかになることを導びき,そ の面の

第一種微分を用いて Weierstrass点の位置を決めること

により,群 の構造を完全に定める。結果は,N(3,り は

168,96,48,24,16,14,12,9,8,6の いずれかの値を取 り,

周期 1008の ルの周期関数となる。

13.渡 辺 治 (愛知教育大)開 Riemann面 上の双

対定理について

最近開 RieIIlann面上の Rたmann―Rochの 定理につい

て斎之内先生の無限因子を取 り扱ったものと,柴 氏によ

る理想境界における双対定理としての取 り扱いの2つ の

研究が示されたが,後 者の研究も形式的には無限因子の

取 り扱いを避けてはいない。しかし両者の結果は完全に

同一とはいえないので,両 者の結果を統一することが問

題になるが,こ こでは開 Riemnn tt Rが ある種の零境

界をもつとき,一 方では斎之内先生の結果を拡張し他方

では柴氏のそれと類似の結果を与える双対定理を示した

い。そのために Rの Ke“ki奮6Sbllowの コンパクト

化 R*上 の因子を適当に定義し,柴 氏の定義した理想境

界における因子と,従来の因子を統一する。

14.長 坂行雄 (北大理) リ ーマン面上の Linde16f

型の定理について

R,R′は,OGで ないリーマン面,{R“〕はRの 近似

列,9は ,か ら「 への解析写像,γ:Z=Z(′),0≦′<1

は R上 の pathで′→1の ときRの 境界に近づいてい



るものとする。O<δ<1,コ "(γ;δ)=〔Z∈R1lr∩〈R_"2)0)

>δ},9(γ;δ)=∩ 鷹19(2π(γ:δ)),9U(γ)=∪ oくδく19(γ:δ)

(閉包は 〃 の倉持コンパクト化 R嘗 の中で考える。)

定理 1.limι→1/(2(′))=わ∈R常 とする。もしわ∈〃 な

ら|ゴ, ノU(γ)={わ〕, もし わ∈′1-∠せ な らヤゴ, ノU(γ)

∩ (R常
一 ノo)= {わ 〕 で あ る 。一 一 二 を Zo∈ Rか ら 発 す る

Green曲 線の全体とする。GodefЮidの 定理と合せて,

定理 2.R上 の AD―函数 /は ,Green測 度零の集合を

除いてほとんどすべてのJ∈Lに ついてノU(J)は,た だ

1点からなる。

15.田 中 博 (北大理)リ ーマン面上の擬等角写像

について

R,Rl,R2を 開リーマン面 とする。α,わ∈RO=R一 Ko

(Йおは R内 の閉円板)に 対して,α と わを Ro内 で結

ぶ閉曲線の倉持容量の下限を グし,b)で あらわす。この

ときつぎが成 り立つことを示す。(1)グ(α,b)は 島 上

の距離函数である。(2)Rの 倉持境界点を極とする倉持

核がすべて非有界ならば,Rの グに関する完備化 Rr

はコンパクトである.(3)/を Rlか ら R2へ の擬等角

写像とする。もし,Rlと R2が (2)の仮定を満すリー

マン面ならば,ノ は (Rl)がから (R2)オヘの位相写像に

拡張できる。

16。 斎藤三郎 (芝浦工大)Fuchsian groupsに 対す

る保型函数と SZegO型 核函数

L.Bers(1965)は 基本領域上の積分で定義された重さ

-29o≧ 1)の 保型函数の作る Banach空 間を導入し,

Lo V.Ahlfors(1964)とともに Kldn群 の研究に新しい

転機を与えている。この理論はある重さのついた Berg―

lrlan核函数の研究と解せるが,と くに可測函数からhO―

bmorphic formsへの射影作用素と自明な群に対す る

fOrい から任意の不連続群に対するfOrmsへ の POinca―

“ series mapの性質が鍵となっている (Cf.Kraの 本,

第 3章 )。ここでは基本領域のある境界上の積分で定義

された任意整数 Orderの保型函数の作るBanach空 間を

導入し,BerSと の関連において射影作用や POinCar6

serbs map等 に対応する性質が述べられる:第一歩とし

て主に群 Gが parab01icとelliptic要素を含まない第

二種の有限生成 Fuchsian群の場合に SZegё型核函数を

考え,面 上の核函数の性質から保型函数に関する結果を

導 く。c=0の 場合には F.Forelli(1966)と C.J・Earle

and A.Marden(1969)の COnditbml expectatim opera―

tOrよ り具体的な形を得るが 9=0,1以 外のときには計

算的に複雑になっている。

17.佐 々木武彦 (山形大教育)関 数群の非不変成分

について

Klein tt Gが 不変成分をもつとき関数群といわれる

が,こ の群の二つの非不変成分に関する共通不変部分群

および共通境界について調べ,そ れらの間の関係を明ら

かにする。定理:Gは 関数群とする。二つの非不変成分

∠,∠
′に関する Fuchs同 値群 F`,「 ′′が有限生成第 1

種ならば,共 通不変部分群が放物巡回群であるための必

要十分条件は共通境界が一点よりなることである。一一

次にこの定理より導かれるいくつかの結果を述べる。最

後に 3-groupに 関する Mお kitの結果に言及する。

18.仲 田正鰐 (山形大理)有 限生成函数群の成分の

個数について

クライン群 Gに おいて ρ(G)を その不連続領域,

И(G)を その極限集合とする.′ (G)が 有限集合の時 G

を elementary groupと いう。/oを ρ(G)の 一つの成

分とした時,任 意の g∈Gに ついて g(∠o)=∠oが 成 り

立つ時 ∠oを Gの 不変成分 という。̀不変成分をもつク

ライン群を函数群という。nOn―elementaryな有限生成函

数群 Gに おいて,そ の不変成分 ∠oが 特に単連結の時

この Gを B―群 という。ノ,∠
′
を '(G)の 二つの成分

とした時 ∠ と ∠′が同値とは,あ る g∈Gが 存在して

g(∠)=/′ となる事とする。この時 Pを ρ(G)の 非同値

な成分の個数,Nを Gの 生成元の個数とした時次の事

を証明する。定理.Gを nOn→lementaryな 有限生成函

数群,∠oを その不変成分とする。この時 ′≦[(3′2)(Ⅳ

-1)一 (の-2)](G:B― 群),P≦ 3(Ⅳ-1)一 (go-2)(G:

B―群でない函数群):こ こで gOは ∠0′Gの 種数,[χ]は

″の整数部分をあらわす。

19.佐 藤宏樹 (静岡大理)Klein群 の空間の境界に

ついて

Fを 第一種有限生成 Fuchs群 とし,そ のタイヒミュ

ラー空間を T(F),境 界を ∂T(F)と する。9∈ T(F)

に対しquasi―Fuchsian tt G9が対応し,G9=ω ″物,1な

るqo c.map″¢:ご→∂ が存在する。今 ω,(び)′G9=S,

が超楕円面なる夕をとる。定理.S,の 2つ の分岐点を

互に近づけるという変形によりG9は ∂T(F)上 の Cusp

9oに 対応する境界群 G90へ 行く。一一証明は Bersの

不等式を用いずに extrellnal lengthを用いて行なう。超

楕円面に制限す ることな く,一 般の面に対しても pin―

chingを 行なうことによりCuspに 達することも同様に

分る。この方法の利点は,Klein tt Gの 空間 TC)の

境界 ∂TC)が 定義でき,対 応 G→ Go(境 界群)力 同`型

なることが分れば,上 の定理がこの空間の境界に対して

も成 り立つことが分るという点にある。たとえば SChO―

ttky空 間の境界に対しても適用できる。

20。 山本博夫 (東北大理)On limitS Of Kleinian
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定義 .Klein tt α か ら Klein tt G″の生へ の iSOmor―

phism g rt", 0<(trace T),<4(TeG)L*.3.b (trace g

(r))2=(traCe r)2が成 り立つとき,9は type preser―

宙ng isomorphismであるという。ChuckЮwは 次の定理

を証明した。Chuckrowの 定理.G={Sl,S2,… 〕,G(π)
=〔SI("),S2(π),…〕を Klein群とする。〔仮定〕(i)す

べての ノについて limπ→∞Sy(π)=Σ′が存在する,こ こ

に Σ′は Mёbius変換である。(li)Gか ら G(π)へ の

mapping 9π:SJ卜 SJo)は type preser宙ng isomorphism

である。〔結論〕mapping ψ:SJ:→Σ′は Gか らΓ=〔Σl,

Σ2,…〕の上への iSOmorphismで「は inflnite orderの

ellipuc elementを含まない。一―Chuckrowの 定理に関

し,次 の結果を得た。定理.ChuckЮwの 定理と同じ仮

定の下で,「 は diSCreteである。一―明らかに この定

理は次に示す Mardenの 定理を含む。Mardenの 定理.

Schottky空間の境界群は diSCreteでぁる。

特 別  講  演

佐藤宏樹 (静岡大理)Klein群 の空間――特に Tei‐

chmiller空 間一―とその周辺について

本講演においてまず Klein群に関連する部門の内容を

概観し,次 に Klein群 の空間の理論を述べる。

1960年頃までのこの方面の結果は Oikawa[7]に 見事

にまとめられ,ま た 1972年 名大での函数論研究連絡会

における Oikawa一Satoの 講演により1970年頃 までの

Klein群 とEichler積分に関する結果が述べられている。

したがって Klein群 ,Eichler積 分に関してはその後の

結果,ま た関連する分野であるテーター函数に関しては

最近の Rauch,Farkasの 一連の結果を述べる。

本講演の中心は Klein群 の空間の理論の紹介であり,

それは Klein群 の空間とその境界様相の2つ に分けられ

る。

1.Klein群 の空間.

Klein群 の空間の研究のきっかけは Bers_Greenberg

[3]に ある。その中の2っ のideaをもとにして BerS[2]

は理論を構成し,Kra[4]が 統一的に仕上げ,ま た Mas―

kit[6]は別の角度から,系 として同じ結果を出している。

Gを 有限生成 Klein群 ,″ (G)を Gに 関するBelt―

rami係 数の空間とする。μ∈〃(G)に 対し Beltrami方

程式をみたす正規化された一意の解を グ とかく。μ,ν

が同値であるとは,ωμlИ=ω
ν
l Иのとき (Иは Gの

limit set).μ,νが強同値とは (i)ωμlИ=″
ν
lИ,(ii)D

を Gの 不連続の領域 2の 成分とするとき,各 Dに 対

しωμとωνは Dの ideal boundaryを mOduloと して

ホモトープなるときいう。T(G)圭 〃(G)/同値を qo c.

deformatbn spaceと ぃぃ,T(G)=″ (G)/(強同値)を

強 qo C.defornlation spaceとぃう.

定理。([2],[4],[6])(1)T(G)は 複素解析多様体で

ある。(2)f(G)は T(G)の h010morphic universal co―

vering。(3)f(G)|ま Gの Fuchsian modelの タイヒミ

ュラー空間の積と向上視される。io e.,f(G)笙f(Fl)X

"。Xf(JL)。 (4)T(G)=f(G)′ 「(G);′ (G)は f(G)

上不連続に作用する固定点なしの群。(5)T(G)笙 TO(G)

x… x TO(6れ);α , 。̈,Gπ は ρ の成分の inequivalent

就ability部分群の IInximal setで,TO(G′)は T(G′)

のある部分空間である。

2.Klein群 の空間の境界様相.

境界の方は今までのところ統一的に扱かわれていない

ようである.特 に Teichmiilbr空間と SChOttky空間の

研究がなされているので,そ れらの結果を述べる。

Fを 有限生成第一種 Fuchs群 とし,T(F)を Fの

Teichmiiller空間とする.B(二 ,F)を 下半平面 二 にお

ける Fに 対する有界 2次微分の空間とする.T(F)を

B(Z,F)に 埋蔵し,そ こで境界 ∂T(F)を 考える。9

∈Bに ,F)に 対し,2η
′′
(z)+9(2)η(2)=0の 正規化さ

れた2っの解の商を 7X2)と する。χψ(γ)=7,。 γ。79-1,

γ∈Fと ぉく。9∈∂rc)に 対しχ9(F)を Fの 境界群

という。χ,(γ)が parabolicとなるhyperbolicな元 γ∈F

が存在するとき 9∈∂T(F)を Cuspと いう。χ¢『 )の

不連続の領域が連結で単連結であるとき ψ∈∂T(F)を

degenerateとぃぅ。

定理。([1])(1)Fの 境界群は唯一つの不変成分 (単

連結)を もつ。(2)∂rば )上 Cuspsが 存在する。(3)
“
大部分

"の
境界群は degenerateでぁる。“

大部分
"と

は次元の意味でいう。

Maskit[5]は幾何学的に,∂T(F)の 様相を決定した。

非常に興味ある結果 である。有限生成 nOn―elementary

Klein tt G力t単連結成分 ′oを もつとき B―gЮupと い

う。parabolicな元 γ∈G力 t APTで ぁるとは χFl(γ)力t

hyperbolicなるときいう。Soを f面teリ ーマン面とし,

αl,…,αルを So上 のホモトピカリーに独立な 100psの

集合とする。各 ὰを 一点に縮め, 2方 向へその点をひ

っば り,1-Cellにする。できた 2-complex K=K(SO,αl,
…。,αヵ)を assOclated 2-mplexとぃぅ。

定理。([5])(1)Gを 不変成分 ′oを もつ 3-groupと

し,So=′″G(∠̀ は ∠一{elliptiC ixed points〕),K=κ



(So,αl,…,α々)を 2-complexと する。このとき ρ(G)′

ノG=So+SA・+… +身 となるK上 のmarking針 ,…,針

が存在する。(2)SO,αl,・・・,α■,K=K(SO,α l,…,αヵ)を

定理の前にかかれたものとする。Si,…,Sを K上 の

あるmarkingとすると次の条件をみたす不変成分 ∠oを

もつ 3-group Gが 存在する:(i)ノ″G=So,(ii)τσ01),

…,τσ(αヵ):Gに おける APT'sの hSお,(iii)2(G)′

/G=So+Si+… +S。 (marking,τcの 定義は講演中行

なう。)

Rhottky空 間の境界についても述べる。境界は σ39-3

の中で考え,CuspSと nOn■Kleinian groupから成ること

が知られている。
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21.小 川枝郎 (神戸大工)。村沢忠司 (京都府大家政)
`On the monotonicity of the kernel function lvith

respect to the domain of its deinition on a harmo‐

nlc space。

複素平面上の滑らかな境界をもつ有界領域 B上 で,

微分方程式 ∠9-P9=0の 解で,有 限な Dirichletノル

ムD[9]=∫ ∫B[9i+9:+P92]α χむ<∞ をもつ関数 9の

つくる Hilbert空間を И2(の で示す。ここで Pは 実数

変数 ″,夕の正の解析関数とする。Kズ Z,ζ)で И2(Dの

再生核を示すとき,So Bergmanは 次のことを示した:

Bl,32は 複素平面上の滑らかな境界を もつ有界領域で

Bl⊃B2と するとき,И2(Bl)と /2KB2)と の再生核 κBl

(Z,0と κB2(Z'ζ)と の間に,点 (Z,Z)∈32X32上 にお

ぃて,KBl(z,z)≦ KB2(Z'2)の 関係が成立する。一一我

々はさきの学会講演において,Bauerの 公理系をみたす

調和空間内の relatively∞mpact open set上で定義され

るある種の調和関数族のつくる Hilbert空間の再生核が

存在することを示した。この講演では,こ の再生核につ

いても上述の Bergmanの 結果:定 義領域に関して再生

核の単調性が成立することを示し,そ れに関連する性質

についてのべる。

22.撻 口 功 (鈴鹿工専)On the trandt市 e domi‐

mation principle for the continuous function―kernels.

G,Nを 局所コンパクトなHttSdorf空間 X上 の非対

称 (広義)連 続関数核とし,X上 の台が有界な正測度の

全体を 拗 ,そ の中で G―エネルギー有限なものの全

体を Eoと 書く。μ∈Eo,ν∈“らに対 し Sr tt Gμ(″)

≦ⅣK″)な ら X  t t  Gμ(″)≦М (″)と なるときGは Ⅳ

に関し相対優越原理をみたす といい,μ,ν∈″K昴 ∩

Sν=φ)に 対し 易 上 Gμ(■)≦Gν(″)な ら X tt Aみ(χ)

≦馬 (″)と なるとき Gは Nに 関し推移優越原理をみ

たすという。Gが Ⅳ に関し相対優越原理をみたすこと

ととがルに関し推移優越原理をみたすことが同値であ

ることがわかった。(これははじめ M.Ki■ iに よりG

と とが連続性原理をみたすという仮定の下に得られた

ものだが,こ の仮定を除き得た。)こ れから,Gヵ 優ヽ越

原理をみたすことと こが優越原理をみたすことの同値

性が得られ,従 って Gが 優越原理をみたせば G,G力 ｀

連続性原理をみたすことの簡単な別証が得られる。さら

にGが 最大値原理をみたすことととが正質量原理をみ

たすことの同値性,等 諸原理を推移優越原理の立場で見

直す。

23.伊 藤正之 (名大理)完 全劣調和核について

Rη上の定数係数楕円型作用素 んで,素解 GLが Hunt

核になる場合を考える。半直線上の “
完全単調性

"を
拡

張して,合成核 Ⅳが任意整数 π≧0に 対して,R2-〔 0〕

上 pⅣ ≧0を 満す時,完 全劣調和 という。G二 に関す

るレゾルバントを (GL,D22oと 記す。また N=0(Gz)

(レ|→∞)を 常に満すもののみを考える。(a)Gzの 台

が 1次元部分空間にならない時,あ る特殊な場合を除

き,次 の2条件は同値となる:(1)Ⅳ は完全劣調和とな

る。(2)あ る非負定数 α≧0と R+上 の正測度 νによ

って,N=α ε+∫Gι,ノν(p)と表現される。ただし,Cは

Dirac測度である。(b)Gこ の台が 1次元部分空間にな



る時,自 然な変換で Rl上 での考察となる。(a)の場合

と異なり,上 の積分表示が R+上 ,CR+上 それぞれ別

の正測度で表現される。一―従って,N(キ 0)の 完全劣

調和性は,特殊な場合を除き,Ⅳ が Hunt核 となる十分

条件である。また 膠 上 二=― イル とすれば,Bernstein

の定理である。

24.村 井隆文 (名大理) On the radial limits of

potentials.

"次 元 Euclid空間内の α次の Rieszポテンシャル

びを 1つ販る。びを単位円板 B内 のみで考える。び の

∂Bへ 向うradial limit limァ,1び(″ζ)ζ∈∂Bに ついては,

α次の容量 0の集合を除いて,こ れが存在することがよ

く知られている。我々は,原 点へ向う極限 limr↓0び(″ζ)

ζ⊆∂Bに ついても,同 様のことが成立することを示す。

次に,Rη の右半空間 Rl上 に調和函数 力が与えられて

いるとする。このとき (λが)有 界なこと,極 値をもつ

こと,(あ る意味での)面 積積分が有界なことの3つ の

間には深い関係がある。この論文では,こ のことに関し

て 1つの命題を示した:角 領域を 1つ与え,こ の上の調

和函数が,頂 点において non―tangential limitをもつた

めの 1つの十分条件を与えた。またこの条件が,あ る意

味で最良であることを, 1つ の例を構成することによっ

て,明 らかにした。

25.伊 藤嘉房 (名大医)Sur le Semi―grcDupe aSsoci`

こ1'Op6rateur(一̀ ).                ‐

π≧3か つ Ⅳ は R"に おけるニュートン核とすると,

∂“(″,のノ∂′=一 NK″ ,の の素解は,π が奇数のとき

.=δ+(-1)。~D/2J2/2L曇(″′■/2)2を―π
22CrC)「(′+1)F(一πノ2

舟 ⊃
~       l

πが偶数のとき,

a=δ+券[吃
1

哺      鱚 ÷ ‐

1+`■
‐
+すΣ卜3C-2ゃイ)]

と具体的に表わされる。ここで δはDiracの測度,Cは

Eulerの 定数である。函数部分は原点の近傍では 一Ⅳ

の定数倍のごとぐ振まい,原 点から遠ざかるに従い無限

回振動しながら急速に減衰して0に収東する。超函数の

意味で
「

Tι″〒―∠ であり,Tι の生成作用素は 一Ⅳ

である。

26 中 井三留|(名大理) Densittes with Riemann

theOrem.                 |

0<IZI≦1上 の density Pc)(非負局所 Hllder連続
函数)に 対しZ=0で Rたmann theoremが成立つとは,

方程式∠π=ル の0<lzl<1上のすべての有界解πO)
に対して limぉ0“(2)が 存在することとする。このよう

な densityをすべて決定することが我々の問題で,次 の

ような二つの解を得たことを報告する:0<lzl≦ 1上 の

density P(2)に対して z=9で Riemann th∞r`mが 成

立するたらの必要十分条件は P(2)が 次あ2条件のいず

れかを満足することである:         ｀    ‐

(1)野1器長.∫0.4<εP`z)おg吾場α″の=0,  ‐
ただしz=″+ウ;

② ∫゙" =ノ
② l囁 効 =∞    :

がすべての 2=0で thinである 0<lzl<1あ 閉部分集

合 Eに 対して成立つ。

27.池 上輝男 (阪市大理)調 和空間の可解な coi¨

paCt化と正則境界点にういて

Bre10tの調和空間の可解な ∞mpact化 において,そ

の境界は Di五chlet問題に関する正則境界点を含むか′

という問題は簡単な例で negativeでぁることが示され

る。そこで本講演では少なくとも1つ正則境界点を合む

ための条件を求める。正則境界点に関する Wienerゃ

Bre10tの判定条件は考えている領域に外部が存在すると

きにのみ有効なので ∞mpact化 の場合には使えないざ

そのため,Bauerに よるextreme regularのideaをmo―

difyした条件を考える。また正則境界点が十分多くある

条件も求める|さ らに,正 則性に関連したより強い条件
についても論ずる。これは ∞島pact化が met五zableの

ときには L」 erが存在することと同値になる。 | :

28。 前田文之 (広大理)自 己共役調和空間における
.

Dirichlet積分についての2,3の注意

前に自己共役調和空間 ρ において,Creen函 数の

consistentな系を1つ固定して,函 数ノの gradient測

度 δノを定義した。今 2に おいた局所的に有界連続優

調和函数の差で表わされる函数の全体を B(2)と する。

またρの部分集合 4に 対し'・(/)=δノ“)1′
2+suレ

|ノ1
で ,メを定義する。3(2)は セミノルムの族 {夕κ;.κ:
コンパクト〕によリセミノルム空間になるが,そ の完備

化を%(ρ)と するとき,/C繊 (ρ)に 対しても δナが定
まる。このとき%D(ρ)=〔/C場 (ρ);pρ(ノ)<∞ 〕は'

ルムpρに関して Banach algebraをなす。二一次に '

がユークリッド空間 R“ の部分領域のとき,座 標面数



dr:) 勢影場・
29.水 本久夫 (岡大工)3次 元多様体上での調和差

分形式について

3次 元多様体の多角形分割上に,調 和積分に関す る

de Rham―Kodairaの理論に類似な,差 分形式の直交分解

定理が得られることを述べる。多様体の多角形分割の仕

方については2次元の場合にならい (2次 元の場合につ

いて:ヤま, H. Mizumoto, A flnite―diference method on a

Riemam surface,Hiroshinla 伍ヽtho J.3(1973),277-332

または,拙 著 「多様体上の差分法」教育出版刊 (1973)

参照),3次 元多様体の多角形分割,共 役な多角形分割な

らびに複合多面体を導入し,π 次元単体,π 階差分形式

(π=0,1,2,3),共 役な差分形式などを導入する。差分形

式の階数の場合の数は, 2次 元の場合より1つふえ,和

分公式もそれにともなってふえるが,あ る階数の差分形

式に対する和分公式は, 2次 元の場合とは,ま ったくタ

イプのちがったものであり,証 明の類似がきかないので

新しい方法を考える必要がある。

30.山 崎稀嗣 (岡大工) The eXtremal length of

an ininite network。

有限ネットワークの極値的長さに関する R.J.D面 h

の研究 (Jo Math・Anal.Appl。,5(1962),200=215)は

計画数学とポテンシャル論の関係を示唆している。ここ

では,可 算無限個の点と線から構成される連絡無限グラ

フ上でネットワークの問題を考えて,次 の Dufhの 結

果が同様に成立するか否かを報告する:(1)MaX― “W

min―cut theorem,(2)Max― pOtential min―work theorem,

(3)Pathく ut inequality,(4)Extreral lengthと Extre―

mal widthと の積が 1で ある。一―いま,グ ラフの点

の集合を X={0,1,2,・ :・〕,線 の集合を y=〔 1,2,…〕,

点と線の結合関係を Kヴ (ν∈χ ノ∈y),″ を y上 の正

の関数 とす る。X上 の実数値関数 “で “o=0,D(“ )

〒Σ‰/J~1(Σ■oKν′“ν)2<∞ となるもの全体を ″ で表

わす。上述の問題を調べるとき,″ が ノル ム D(“)1/2

に関して Hilbert spaceであることを用いる。

31.山 崎稀嗣 (岡大工)A classinCation of ininite

network8。

前の講演で用いた空間 夕 の直交分解を問題にする。

X上 の実数値関数 ″のうち,“ の台が有限集合で “o

=0な るもの全体の ″ 内での開包を 'oと する:ま た

(∠“)`圭ΣtttrJt(ΣL〆 `′ζνノ″ν)=0(′ キ0)と なる“∈″

の全体を ′ とする。このとき,7='oキ ′ が成 り立

つ。″='oと なるための必要十分条件は 1-εOこ″0

(εoは 点0の 特性関数)で ある。いま,無 限グラフを連

結有限グラフの列 <X(π),y(っ>(X(つ ⊂Xyく ・)⊂y)

で近似するとき,yc“)‐y(π
-1)上

での /J~1の和を μ2と

する。もし Σユlμ♂=∞ ならば,″ =″ o力 成`り立つ.

32.野 口潤次郎 (広大理)On IILerOmOrphic map‐

ping8 0f iniね order into PⅣ(σ).

ノ(Z)を IZI<∞ での (一変数)有 理型函数とする。

Ro Nevanlinna(Th6o艶 me de Picard―BOrel et…,1929)

は,も し異なる二点 α,うに対して δ(α,ノ)=δ(わ,ノ)=1

ならば,ノ の位数は無限か正整数であることを示した。

この定理を有理型写像 ノ:“ →P″(C)に 対して拡張す

る。定理./:“ ―P・(σ)の 位数 ρは有限で正整数で

ないとする。この時 ρのみに依存する値 ル(ρ)>0が あ

って,「 o,・・・,夏″をPК σ)内 の一般の位置にある超平

面とすると (*)而 γ→∞(N(″,ノ*島 )+… +N(″ ,ノ弩L))

′T(″,ノ)≧ル(ρ).特 に 0≦ρ<1の 時は ル(ρ)≧1-ρ を満

す。注 i)。無限または正整数の ρに対しては反例がつ

くれる。ii)。ρ=0の 時,ル(ρ)=1で これは最良。実際

この時 (*)の左辺が 1と なる超越的写像 ノがある。一一

証明は,Lelong,P.,J.Analyo Math。 12(1964),765-

402,に よるCOusin-lI問 題のCanonical solutionの満す

不等式を本質的に使ってなされる。

33.野 口潤次郎 (広大理)射 影代数多様体への有理

型写像に対する Nevanlinnaの 第二主要定理と,その応

用

目的は CarlsOn_Grifnths,Ann.of Math。95(1972),

557-584ぉ ょび Grimths■King,趨 a Math。130(1973),

145-220,で得られた結果 (特に第一,第 二主要定理と

def∝t relation)を有理型写像の場合に拡張し,そ の応用

をいくつか与える。■を″ 次元アファイン代数多様体,

7を π次元射影代数多様体 (但し π≦″),L→ 7を

positive line Kv-V t V D canonical bundle,

■ 4→ 7を 有理F像 でL

のとする。ここでは応用を三つ程述べ ることにす る。

θO=inf{θ>0;θ ε(■)+ε(K7)>0)と おく。1・D∈ ILた|

(ル>θoな る整数)力t Simple normal crossingsを持つ 7

上の因子とする。この時 ノ*Dが 五 上岱数的ならば ノ

は有理写像。2.Dを 上述のものとする。有理型写像の

族 ″={ノ〕に対して,N(″ ,ノ*I)が ダを止めた時 ノ

∈夕 に関して有界ならば,多 は FuiimotO(昨年秋季学

会の講演による)の 意味で ″切ο″″αJ.3.ア を一般型

射影代数多様体とすると`ノは必然的に有理写像となる:

34.阪 井 章 (阪大教養)CR― 関数の正則近似につ

いて

伊 の 力次元実部分多様体 ″ が,局 所的に,伊 の

″次元複素部分多様体の ルー2″parametric familyとして



表わされるとき,〃 を正則な CR部 分多様体といい,

M上 の関数 ノが,″ の複素座標に関 して正則であると

き,ノ を Лご上の CR関 数という。″ のコムパクト集

合 K上 で CR関 数を正則関数で一様近似する問題を扱

う。この場合,|〃 は局所的に σ X■力~2ァの開集合とみ

なすことが出来る。また Mが α の tOtally realな部

分多様体,あ が σれの複素部分多様体の ときには,

伊 =σ X(Pの 正則な CR多 様体 ″=″ i×“L上 で,

Kに 関する適当な凸性条件のもとで,近 似定理が成 り

立つ。その他,こ れに関連した結果について報告する。

35。 志賀弘典 (千葉大理)伊 の軸型 autOmorphism

伊 の automorphismで 両座標軸を不変にするものを

考える。これは,■ ″′=″″(″'υ),ノ=ノ′ψ(″'°°・。(1)の

形をしているが,9,ψ にさらにいかなる条件が課せら

れるべきか一般には分らない。これに関して殆んど唯一

の結果は Pescl〔1956年 Co R.Paris p。1836-1839〕によ

る ∂(10g″
′
,10gノ′

)′∂(10g″,logノ)=1の みである。こ

こでは,これとは異る接近をする。定理。9(″,ノ)は ″を

含む多項式とする。ノ(″,y)=χθ夕が軸型 autOmorphism

(1)の 構成員たるためには ,(″,ノ)=F"り ")と なるこ

とが必要十分 (Fは 一変数函数,″ ,πは正整数)。さら

にこのとき,も う一方の構成員は g(″:ノ)=ノ′~(π/り,0,0

+ん〈ノ(″,υ))で ある (力は一変数整函数)。

36.竹 内 茂 (岐阜大教)複 素リー群の完備性につ

いて                  ,

Xを 連結パラコンパクトπ次元複素多様体とすると

き,Xが 弱 0完 備 とは ヨ9:C∞ 実函数で ∂∂9≧0,〔9

<σ〕⊂X(アε∈2).そ ■で ∂alpの正の固有値が π一g個

以上存在するときXを ヶ∞mpaCtと いう。複素リー群

は弱 0完 備であって更に次の定理が成 り立つ。定理.G

を任意の連結複素リー群,ル を極大 コンパ ク ト部分群
Xの リー環とすると以下の三条件は同値 (i)dimσ ル∩

ν―lル≦9(ii)Gは ヶ完備 (iii)Gは ヶ∞mpact。一一

(ii)⇒(i)の証明は一般に π次元 `完 備多様体は高々

″+9次 元のC7COmplexと 同じホモトピ早型をもつこ

と CCf.V"entini Tata Lecture Note 196り により示さ

れる。(i)⇒(iii)は G～ Ftt σα
(但しKCの リー環 ルC:

圭ル+凋 ル)と かけ KCが reductiveでぁることおよ

びアーベル群については風間の結果 (J.Math.SOc.Jap.

25(1973))が ぁることよ り示される。複素リー群の等

質空間の完備性の群論的条件についても若干述べる:

37.加 藤昌英 (立教大理)  A generalization of

Bieberbach′s example.        |

gを ♂ の原点 0を 固定する正則自己同型写像とす

る。fは 原点 0の 接平面 Ъ(σ2)生σ2の
線型変換を引

き起す。この線型変換の固有値 α,β が 1ヽ>lαl≧lβl

をみたすと仮定する|こ のとき σ2の
部分集合 び〒〔″

∈θ :lim"+∞♂(つ=0)は ,σ2と
正則同型である Cie―

berbach,KodairaD。この事実を次の形に二般化する:す

なわち,定 理.Xを ″ 次元複素解析空間とする。ここ

で Xの 点 0を 固定するXの 正則自己同型写像 |が あ

って,次 が成立するとする:limぉ+∞♂(″)=0(γ″∈X)。

このとき Xは ,あ る A働腱 多様体に正則同型である。

さらに Xが 0で 非特異ならば Xヒ σπ である。(BiC―

berbach―Kodairaの定理で,gは びの正則自己同型でも

あることに注意せ よ。)一一証明は,ま ず Xを σ″(Ⅳ
圭Xの 0で の Za五ski Tangent Spaceの次元)の 中に,

閉部分多様体として埋め込める事を示し,次 にその埋め

込みの特殊性から,こ の閉部分多様体が,σ Ⅳの Ame

部分多様体であることを示す事によって出来る。

38.山 口博己 (早大理工)SLin varietyへ の the

■rst hfschetz the6rem on hyperplane sectionsの類

似定理

射影多様体に次の レフシェッの定理がある。島 (σ)

⊃75複 素 ル次元射影多様体.P;」 L(σ )の 超曲面で

アの特異点を全て含む。この時,7∩ P⊂ yか ら誘導さ

れる 〃 (LZ)→ 「 (y∩二 Z)に 対し (1)′<ルー1全

単射,(ii)J=ルー1単 射。一一そこで私は次の類似定理

を証明した:X:シ ュタイン多様体,X⊃ y;ル 次元解析

集合 X⊃ y;純 余 1次元解析集合で ア の特異点を全て

含む。この時 y∩P⊂ yか ら誘導され る ″:(4σ )→

″:(y∩二 σ)に 対して (i)′<ルー1全単射 (ii)づ=ルー1

単射 (但し,I:(・)は コンパクトな台をもつ σ係数コ

ホモロジニ群)。ニーしたがって系としてアフィン多様

体に対し類似定理が成立する。証明のキーポイントは,

ポアンカンの双対定理をコンパクトでない可微分多様体

に拡張することであった。これはセニルの双対定理の証

明の模倣でできる。あとは,ア ンドレオ'チ の証明を使

うことができる。次の問題はコンパタト複素多様体上で

類似定理を証明することである。 ‐

39.田 中秀松 (埼玉大理工)重 田和函数の境界値間
′

題 |             ‐

/2“=0で 境界値 (1)∂イ∂",0(ノ%)ノ∂″(ii)/“,∂イ∂″

(ili)“,∂(∠“)/∂″が与えられた境界函数に等しくなる″

を求めるとし`う問題を境界の滑らかさを仮定しない R■

の有界領域 ρで考える。″ を 'の Mttin境界,K(■,

ξ)を Martin核,μ を調和測度,F=々μ,″=ル
ー
シ(ル(ξ)

■∫κ(″,ξ>滋)と し,“ の 〃 上のflne boundary value

がノの時 /o(“)=ノと記し言=二2(μ
)∩角(ID)とおく̀

“==′+∫G(。,ノ)ごν(y)(Ir:ノ∈Iの DiHchlet解)に



らぃて ,(=ノ ,Iら)=一 ∫9″μ+∫=″ル(アg∈I)が 成立

する時 ″i(“)=9と 記す。この時 ア9∈L2(″),∫9″ =0

に対して ″1(「rD=9と なる ノ∈重 が存在するのは '

が Nikodym領 域の時に限る事が示される。この応用と

して上記の問題に関し次の結果を得る。次の (0)～(ili)

をま同値:(0)2は Nikodym f貴域,(1)y9,ア ψ∈L2(″).

∫ψ″μ=0に 対し/2π=0,″1(")=9,″1(∠“)=ψ なる“の

存在,(li)y/CL2(μ),79∈L2(″),∫ψ″ =一″寿み に

対し/2%=0,/0(∠“)=二 ″1(%)=9な るπの存在,(iil)

y/∈L・(μ),79∈L2(″),∫g摯 =0に 対し∠2“=0,角 (“)

=二 ″1(∠“)=9な るπの存在。また (i)(ii)(iii)の″

の一意性も得られる:例 えば (i)については ″は S(1)

=〔"cc4(ρ);″,Z“∈a2(ρ)}内定数差を除き一意に定

まる。

特 別  講  演

山口博史 (滋賀大教育)2変 数整函数の定数面の一様

性について

1。最近,To Nお hinoは 多変数整函数についての一連

の新しい研究を行っている。ノを C2で の整函数とする

と/の prime surface Sは1変数の開リーマン面 とみ

なせる。したがって Sは 解析的には parab01iC型かまた

は hyperbolic型かである.ま た Sは 位相的には genus

gと 境界要素の数 πで定まる。σ,πともに有限な Sを

type有限とよぶ.Nishinoは第4論文で整函数全体 (E)

に次の分類を与えた。ClaSS(E)の 函数で,そ の prime

surfaceがすべて parab01iC型であるものの全体を Class

(の とし,Class(oの 函数で,そ の p五me surfaceが

すべて有限であるものの全体を Class(■)と 名づける。

彼は第4,5論文にて ClasS(■)の 函数について次の最終

的結果を得た:

定理./∈ Clぶ (P)と 仮定する。K=〔 Z:/(″,ノ)=Z

の中に少なくとも一つ type有限の prime surfaceヵ`あ

る)と おく。Kの 対数容量が正と仮定するこのときは,

ノ∈ClaSS(■)で ある。更に, 2変 数の多項式 P(″,ノ),

c2の analytic automorphism(ξ(″,ノ),η(″,ノ))お よび

1変数の整函数 F(Z)が 存在して,ノ(″,ノ)=F[P(ξ (″,

y),ηO,y))]と 表わせる。

2。さて,こ こでは Cl霞o(P)の 整函数について次の

2つ のことを述べる:(1)/∈ Class(E)とする。X={Z:

ノ(″,y)=Zの 中に少なくとも一つ parabolic型の prime

surfaceがある}と おく。Xの 対数容量が正と仮定すれ

ば,そ のときは ノ∈Class(の である。(2)Chs(め の

整函数には (β)一分解は起らない。これらを証明するに

は,Stein familyに関する次の補題が基本的である:″

ヤまdiCyhndre(IZI<ρ)X(レ |<∞ )に 被覆したリーマン

面とする。Z=ε 上の1次元の ■berを ″(C)と 書く。

すなわち 多=U‖ くρ(Z,'(う)。多(2)は "―平面上に被

覆した 1変数の開リーマン面である。次の2つ の条件を

みたすとき 夕 を Stein familyとよぶ。l°。多 は2次元

の Stein mm=oldで ある。2・。(lzl<の X(″=0)の 近

傍に 'の 単葉な部分 Uが とれる。U∩ 〔"=0}=0と

書き,0と ″(Z)との唯一つの交点を Ozと 書く。Oz

に極をもつ ″(2)上の Green函 数を g(z,")と 書き,

局所変数 ω に関しての Robin定数を ス(Z)と書 こう。

補題.夕 を Stein familyとすれば,ス(Z)は {IZI<ρ}

での優調和函数である。

3.こ の補題は,④ ″ の各 ■ber多(Z)が位相的に平

面領域と同じであるという仮定のもとでは,擬 凸状領域

の境界点ではそ こで外側に接する固有面が描けるとい

うことを π次および超越直径に使って証明され る。③

genuSが正であっても,各 多(Z)の境界は Zと ともに

動かなくて,″ (2)の分枝点 /(2)は Zと ともに動く場

合には,SChittr variation等を使って正確に ス(Z)の

Laplacianが計算される:

轟0=淵

∫∫φ。|[斜  (■%が
主些

勢籍
金

)]ιl.0し
わ

但し,カー1は /(2)の 分枝度,′は /(Z)の近 くの局所

変数である。⑥ ″(2)に 1つ も分枝点がな く, しかし

多(2)の境界は Zと ともに滑らかにしかも 多 が Stein

manifoldとなるよ うに動く場合には,g(z,″)が Levi

の函数になることを Hadamard vanationに適用して,

ス(2)の Laplacianが負であることがわかる:

幾0多÷∫∫″②陽絆12でυ
Oま ったく一般の 多 については,近 似と上の O,0

を組合わせて証明される。

4.補 題が確立されたから (1)は 西野氏の第3論文

の中の1部分と同様に して示 され る。(2)を示すため

には補題を次の如 く用いる。今,ノ∈Clぶ (の である

のに,或 る2つ の p五me Surfaces SとS′とが (β)一分

解を起していたとする。Sと S′の normal tubesを各

々 ΣF,ΣΓ′とおき,「 =(″=0,|夕|<ρ),F′=0=″ o,

|ノーノol<ρ
′
)と する。∠:=(lκ一rOI<ε)×(|ノーノol<ρ

′
)

と置いて,ΣΓ一∠:を考えるとこれは 1つの Stein family

とみなされる。Σ「の中の p五me surface助で (β)-2‐

解を起すものは ノ:にぶらつからないからそのような 助



は Parab01iC型である。もちろん,ノ:に ぶっつかる Σr

の pnme surface助 の全体は空でない開集合を成 し,

各 助 は hyperb01ic型である。(β)一分解をおこす集合

は 「 の中で COntinuumを 成す (西野氏の第 1論文)と

い うことからわれわれの補題に反する。

補題のこのような使い方は他にも応用が効 くと思われ

る。
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